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（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
熊本県立玉名高等学校附属中学校 令和７年度（２０２５年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
（１）誠実さと奉仕の精神を持ち、高い志を掲げ、他者と協働して集団や社会に貢献できる 

生徒の育成 
（２）文武両道に励み、物事に屈しない強い確かな意志と逞しい精神力を身につけた生徒の 

育成 
（３）自ら模範となり主体的に学習や課題解決に取り組む豊かな知性と感性を備えた生徒の 

育成 

 

２ 本年度の重点目標 
（１）教育方針 

ア 「熊本県教育大綱」及び「令和７年度（２０２５年度）県立中学校・高等学校における
教育指導の重点」をはじめとする教育庁各課の取組を踏まえ、校訓「至誠・剛健・進
取」の具現化に努め、徳・体・知の調和がとれた全人教育を目指す。 

イ これまで積み上げてきた本校の教育方針を基本とし、中高一貫教育校として高校のス
クール・ミッションや教育目標を踏まえつつ、中高教職員が一体となって、家庭や地域
との連携のもと、活力ある学校づくりを目指す。 

（２）教育目標 
ア 誠実さと奉仕の精神を持ち、高い志を掲げ、他者と協働して集団や社会に貢献できる

生徒の育成 
イ 文武両道に励み、物事に屈しない強い確かな意志と逞しい精神力を身につけた生徒の

育成 
ウ 自ら模範となり主体的に学習や課題解決に取り組む豊かな知性と感性を備えた生徒の

育成 
（３）教育目標の実現に向けて 
  テーマ：夢実現・未来への挑戦～Challenge Your Self-will～ 
  ア 玉名高等学校附属中学校の生徒としての基本的な生活習慣の確立 
  イ 教師の授業力向上及び個に応じた相談対応、学習指導及び進路指導  
  ウ 日頃からの職員間のコミュニケーションによる学校改革の推進 
  エ 特別活動（生徒会・部活動等）を生かした、自主性、創造性、協調性及び奉仕の精

神などの育成 
  オ 地域・保護者との連携 
  カ 読書活動の推進等、言語環境の整備 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
学校 
経営 
 
 

学校の魅
力化 

 

併設型中高一貫
教育校としての
取組の充実 

生徒・職員・
保護者が、学
校の魅力につ
いて明確に表
現できる教育
実践を重ね
る。 
生徒会スロー
ガン 
｢慧律～
Timemanage
ment 
(時間管理)、
Knowledgeab
le 
(知識豊かな)
、Gallant(堂
々とした)～
」の実践。 

①教育実践の
内容と育てた
い資質・能力
を明確にして
取り組むこと
で、生徒・職
員の達成感に
つなげる。 
②教育実践の
中で、学校の魅
力を具体的に
整理する。 

Ｂ 
 

【成果】 
生徒の発達段階に
応じた、教育実践を
行うことができた。 
日常的に高校生の
姿を間近に見たり、
行事を共に実施し
たりすることで、中
学生にとっても主
体性を高めるよい
機会となっている。 
【課題】 
中高で相互理解を
進める必要があり、
併設型中高一貫教
育校としての効果
的な在り方を更に
考えていく必要が
ある。 
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 業務改善
・働き方
改革 

 

労働時間の縮減
と高校との連携
による計画的か
つ効率的な業務
遂行 

見通しをもつ
ことにより、
情報共有・協
働しながら計
画的かつ効率
的に業務を遂
行し業務削減
につなげる。 

①行事が終了
した時点で反
省・改善を行
い、次年度の計
画を立案する。 
②業務担当者
とその方法を
明確にし、高校
と情報共有し
ながら業務遂
行する。 

Ｂ 
 

【成果】 
Googleチャットを
活用し、職員間での
連絡や生徒情報の
共有を可能とする
ことで計画的な業
務遂行や改善につ
ながった。 
【課題】 
各分掌業務をマニ
ュアル化すること
で、業務の平準化や
効率的な業務へと
改善を進めていく
必要がある。 

学力 
向上 
 
 

質の高い
授業の工
夫と実践 
 

将来の学びに通
じる授業の実践
と授業改善 

質の高い授業
を実感できる
生徒が９割以
上にする。 

①先取り学習、
高校職員によ
る講座、探究活
動や模擬試験、
検定等の充実
に取り組む。 
②ＩＣＴ機器
を効果的に活
用した授業改
善と個に応じ
た教材開発に
取り組む。 
③ＲＳＴの結
果に基づき振
り返りを行い、
読解力の向上
を図る。 

Ａ 【成果】 
日々の教科の授業 
や総合的な学習の 
時間、教科の専門 
性を発揮した講座 
等の取組を行い、
96.9％の生徒が工
夫された質の高い
授業が行われてい
ると実感している。 
【課題】 
ＲＳＴの振り返り
を行い、読解力を向
上させていく必要
がある。 

個に応じ
た学習指
導の工夫
改善 
 

一人一人に達成
感のある学習指
導の実践 

一人一人に応
じた学習指導
を実感できる
生徒が９割以
上にする。 

英語・数学では
習熟度に応じ
た展開授業を
取り入れるこ
とで、個に応じ
たきめ細かな
指導を行う。 

Ｂ 【成果】 
ノート添削など各 
生徒への丁寧な指 
導を行い、生徒の 
９割が一人一人に
応じた学習指導を
実感することがで
きた。  
【課題】  
今年度も職員不足 
等教員側の事情に 
より、数学の習熟度
別授業をうことが
できなかった。 

中 高 一
貫教育 
 
 

中高６年
間を見通
した教育
活動の充
実 

 

中高連携の充実
と協働 

生徒の現状と
高校のグラデ
ュエーション
ポリシーを踏
まえた指導体
制の充実を図
る。 

①単元配列表
を作成し、中高
における学び
の連続性を踏
まえた教科指
導を実践する。 
②中高職員に
よる職員研修
を複数回実施
し、６年間の指
導体制をブラ
ッシュアップ
する。 

Ｂ 【成果】 
併設型中高一校と
しての在り方や職
員間の理解を深め
るために中高相互
の授業参観を実施
することができた。 
【課題】 
中高の教師間には
物理的な壁だけで
なく心的な壁があ
る。次年度はさらに
中高職員の授業の
相互乗り入れを進
め、６年間で生徒を
育てる意識や指導
体制の構築が必要
である。 
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キ ャ リ
ア 教 育
（ 進 路
指導） 
 

将来の夢
や生き方
を考える
機会の充
実 
 

自身の未来像を
描き大学や職業
について考える
機会の充実 

学活や道徳、
総合的な学習
の時間等、将
来の夢や人と
しての生き方
を考える機会
を適切に設け
られていると
実感する生徒
を９割以上に
する。 

①中高合同で
職業別講話な
どの進路講演
会を実施する。 
②ＲＳＴと学
推調査の考察
を行い、研修会
を開き生徒に
フィードバッ
クする。 

Ａ 【成果】 
中学生のこの時期
に大学訪問や高校
生と同じ講演会な
ど多くの体験がで
きている。 
【課題】 
高校まで見据えた
６年間計画という
観点で中高で連携
する必要がある。 

生徒 
指導 
 

礼儀を大
切にし、
自主的・
自律的に
判断・行
動できる
生徒の育
成 
 

様々な教育活動
において自主・
自律を育む指導
の実践 

生活リズム、
挨拶や言葉遣
い、時間厳守
交通安全、自
転車の二重ロ
ック、公共マ
ナーなどの指
導をとおして
自主的・自律
的な言動を確
立させる。 

①朝の健康観
察を行い、健康
の大切さを理
解させる。 
②学級活動や
全校集会等を
とおして、礼儀
や規範意識に
ついて考えさ
せる。 
③スマホ等の
使用ルールに
ついてのアン
ケートをもと
に、全体と個人
の振返りを行
う。 

Ｂ 【成果】 
担任を中心に確実
に健康観察ができ
ていた。二重ロック
は徹底調査で、確実
にできるようにな
った。 
【課題】 
大きな問題にはな
っていないが、まだ
まだスマホ等の使
用ルールは徹底で
きていない。今後も
「自律」に対する継
続した指導が必要
である。 
 
 

生徒会・
部活動等
の活性化 
 

生徒会や委員会
活動、部活動を
とおした主体性
の育成 

生徒が主体的
、計画的に取
り組む生徒会
活動を確立さ
せ愛される玉
附を目指す。 

①生徒会活動
や委員会活動
の機会を精選
し、内容の充実
を図る。 
②計画をもと
に、学習と部活
動の両立が図
れるようにす
る。 

Ａ 【成果】 
生徒会活動、部活動
ともに、教師の関わ
り方も適切であり、
好成績を残すこと
ができた。 
【課題】 
学習と部活動の両
立に関しては、学習
課題の提出に課題
がある。 

人 権 教
育 の 推
進 
 
 

自他とも
に大切に
する人権
意識の涵
養 

 

差別や偏見に気
づきその背景を
理解しようとす
る態度の育成 

道徳や学活な
どを通して、
適切な人権教
育が行われて
いると感じる
生徒の割合を
９割以上にす
る。 

①道徳での取
組、学級旗製
作、人権標語の
作成、人権集会
の実施など、生
徒が自他の人
権について考
える機会を設
ける。 
②各教科の授
業や生徒会活
動においても
人権教育に関
する内容に触
れ、人権意識の
涵養を図る。 
 

Ａ 【成果】 
具体的目標は生徒
の回答が98.5％で
達成することがで
きた。 
県の人権子ども集
会で実践報告を行
った。 
【課題】 
人権教育に関する
授業を当初の計画
通りに実施できな
いこともあったた
め、学活の時間の確
保が必要である。 
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「命を大
切にする
心」を育
む教育の
充実 
 

命の大切さに気
づき自他の命を
大切にしようと
する態度の育成 

命の大切さに
気づかせる場
面の設定と、
学びを深める
返しを実践す
る。 

①緊急時の対
応について、自
助と共助双方
の学びを行う。 
②ＳＯＳミニ
レターなどＳ
ＯＳを発信で
きる環境を整
備する。 

 【成果】 
避難訓練を行い、緊
急時の行動につい
て学習することが
できた。 
【課題】 
 98.5％の生徒が命
を大切にする心を
育む指導が適切に
行われていると実
感しているので、こ
れを維持していき
たい。 

い じ め
の 防 止
等 
 

いじめの
未然防止
と早期発
見 

 

いじめの本質に
気づき、いじめ
のない学級・学
校づくりに貢献
できる意識の涵
養 

生徒一人一人
について理解
を深め、職員
で情報共有を
図る。 
心のアンケー
ト等の実施と
適切な対応を
徹底する。 

①日常の生徒
観察、スコラ手
帳等を利用し
た「生徒の小さ
な変化や兆し」
への目配り気
配りを行う。 
②心のアンケ
ートや教育相
談をとおして
生徒の状況を
細かく掌握す
る。 
③学級旗製作
や人権ボラン
ティア委員会
の活動をとお
して、「いじめ
を許さない集
団づくり」を行
う。 
④スクールサ
インや相談窓
口の周知を行
う。 

Ｂ 【成果】 
担任を中心に職員
が生徒とよく関わ
れており、何かあっ
てもすぐに対応が
できていた。またア
ンケートをもとに
生徒の状況を常に
把握することがで
きた。 
【課題】 
問題行動やいじめ
の可能性への対応
も迅速にでき、解消
・見守りができた
が、未然防止の対策
に更に努めなくて
はならないことを
感じている。 
スクールサインは、
説明後に各クラス
で登録を行い、しっ
かり周知できた。 

特 別 支
援教育 
 
 

教育相談
と一人一
人に応じ
た支援の
充実 

 

生徒理解を深め
個別の支援等の
実践 

生徒理解につ
いて情報を共
有し、個別の
支援体制の確
立と実践を行
う。 

①引継事項等
に基づき、特別
な支援を要す
る生徒を把握
し、職員間で情
報共有を行う。
また、高校とも
連携を図り合
理的な配慮に
ついての見識
を広げる。 
②教育相談等
で生徒の困り
感を把握する
とともに解決
に向けた支援
委員会を実施
する。 
③不登校や別
室登校等に応
じた支援につ
いてＳＣを含
めた会議を学
期に１回行う。 

Ｂ 【成果】 
中学職員会議での
共通理解。健康保健
部会や生徒支援委
員会での高校との
連携を行うことが
できた。 
教育相談やＳＣを
含めた不登校の対
策会議を実施し、不
登校の改善や予防
に努めた。数名不登
校の改善が見られ
た。 
【課題】 
不登校の生徒や配
慮を要する生徒の
ための別室が現状
１室のみなので、今
後整備が必要であ
る。 
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学 校 保

健・学校

安全 

 
 

安全な学
校づくり
及び自ら
健康で安
全な生活
を実践で
きる生徒
の育成 

安全な学習環境
の確保と健康的
な教育活動の支
援 

学習環境の整
備により、ケ
ガや事故等を
未然に防止す
る。 
心身の健康に
ついて生徒自
らが気づき・
考え・行動す
る力を養う。 

①定期環境衛
生検査や日常
点検を行う。 
②視力低下の
健康課題につ
いて委員会が
中心となって
対策を考え行
動する。 
③ストレス対
処教育等を実
践し、日頃から
の仲間づくり
を大切にして
良好な対人関
係の構築を図
る。 

Ｂ 【成果】 
委員会を中心に健
康課題の現状と対
策について考えた。
生徒朝会で姿勢や
メディアの時間、外
遊びの推進、ハミガ
キについて提案を
行えた。 
【課題】 
ＳＣの授業＋日頃
からの仲間づくり
について、生徒・職
員のいろいろな視
点から意見を出し
合い、企画する必要
がある。 

環境 

教育 

 
 

環境につ
いて気づ
き・考え
・行動が
できる生
徒の育成 

省エネや環境保
全に自主的に取
り組む態度の育
成 

生徒自身で、
教室の環境整
備に取り組み
環境ボランテ
ィア活動やリ
サイクル活動
を企画・実践
できる。 

①生徒会が主
体となり、ＳＤ
Ｇｓを意識し
た学校版環境
ＩＳＯや服の
チカラプロジ
ェクトやコン
タクトレンズ
のケース回収
活動などのボ
ランティアに
も取り組む。 
②美化コンク
ールの振り返
りを通して環
境への意識を
高める。 
③花壇コンク
ールなどを通
して環境につ
いて考え、実践
する力を養う。 
④生徒が教室
の電灯の消灯
を確実に行え
るようにする。 

Ｂ 【成果】 
生徒会執行部を中
心とした「服のチカ
ラプロジェクト」を
昨年同様行うこと
ができた。また環境
委員の美化チェッ
クを実施すること
でＳＤＧｓや学校
版環境ＩＳＯへの
意識づけができた。 
【課題】 
教室の電灯の消し
忘れ等がたまにあ
り、生徒の意識をよ
り高める必要があ
る。 

情報 

教育 

 

情報リテ
ラシーの
涵養 

将来にわたって
有用な情報活用
能力の育成 

高校と連携を
図りながら、
各学期１回以
上の情報モラ
ル講演会等を
計画・実施す
る。 

①技術家庭で
の基礎的な学
びをはじめと
し、他教科や総
合的な学習の
時間でＩＣＴ
活用を推進す
る。 
②授業や講演
会などで学ん
だ情報モラル
に関する知識
を家庭でも共
有できるよう、
ワークシート
の工夫やホー
ムページでの
発信を行う。 
 
 
 

Ｂ 【成果】 
ＩＣＴ活用は全教
育活動で行われて
おり、学校行事を中
心とする学校の様
子をＨＰなどで家
庭と共有ができた。 
【課題】 
情報モラルの意識
向上という観点で
は情報発信がまだ
まだ不足している。 
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読書 

指導 

 
 

読書によ
る豊かな
感性の育
成 

読書に親しみ、
豊かな感性と幅
広い知識を身に
付ける。 

読書指導や図
書館の充実な
どが図られて
いると感じる
生徒を6.5割
以上にする。 

①図書委員会
の活動内容を
仮校舎対応に
合わせて工夫
改善し、その推
進を図る。 
②図書館終礼
や図書館だよ
りの発行によ
り読書活動に
関する啓発を
行う。 
③読書感想文・
感想画・読書手
帳の取組や各
教科での読書
紹介などの取
組を行う。 
④図書委員会
の活動の工夫
により、平均一
人15冊以上の
貸出を目指す。 

Ｂ 【成果】 
84％超の生徒が読
書指導や図書館の
充実が図られてい
ると回答している。
図書館終礼によっ
て貸出率の向上に
つなげた。読書感想
文に全員で取り組
み、多くの生徒が入
選した。  
【課題】 
図書館終礼が年間
計画に入っておら
ず、回数が減ってし
まい、貸出率の向上
への効果が思うよ
うに上がらなかっ
た。図書館改修中の
ため、貸出率低下を
懸念し、図書委員会
が移動図書館など
の工夫することが
できた。また、来年
度は新図書館とな
るので、貸出率向上
が見込める。 

地 域 連

携（コミ

ュ ニ テ

ィ・スク

ー ル な

ど） 

 

保護者や
育友会と
の連携 

各種の通信・学
校ＨＰ、授業参
観等を通した保
護者との連携 

学校との連携
に肯定感を持
つ保護者を、
9.5割以上に
する。 

①学級通信の
発行のほか、Ｈ
Ｐの「附属中ブ
ログ」で密に情
報発信を行う。 
②授業参観、三
者面談等を実
施することに
より、学校の取
組や生徒の様
子を保護者に
伝え情報を共
有する機会を
つくる。 

Ａ 【成果】連携につい
てのアンケートに
９５％の保護者が
肯定的な回答をし
ているため目標を
達成した。 
【課題】 
ブログや通信、育友
会行事などを通し
て子どもたちの学
校生活の様子をさ
らに伝えていく機
会を増やしたい。 
 

開かれた
学校づく
り 

関係機関との連
携 

総合型コミュ
ニティー・ス
クールをはじ
め、様々な関
係機関との連
携により、本
校の魅力化等
に向けての検
討を重ねる。 

年間２回以上、
学校運営協議
会を開催し、各
委員から幅広
く意見を伺い、
学校運営にい
かす。 

Ｂ 【成果】２年生の職
場体験では地域事
業所の協力を得て
十分な成果をあげ
た。 
【課題】 
学校運営協議会に
おける意見を活か
すための工夫が必
要であった。 

 
４ 学校関係者評価 
・本校の最大の魅力は、中高一貫教育である。職員数の不足等の課題はあるが、中高の枠を

超えた授業等の取り組みを、今後も進めてほしい。 
・アンケートの「本校に入学してよかった」の項目では、生徒・保護者共に肯定的意見が多く

一定の評価を得ている。しかし、否定的な少数意見も聞き入れながら取り組みを続けてほし
い。 

・生徒アンケート、保護者アンケートに比べ、職員アンケートの結果が厳しい評価になって
いる。職員の目標自体を厳しく設定しているのではないかと思われる。職員はしっかり取
り組まれており、保護者は先生方にとても感謝していることを伝えてほしい。 

・数学の習熟度別授業は、当初の２クラス３展開の予定から２クラス２展開になったが、授
業等が工夫されており生徒は満足していると聞いている。 
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５ 総合評価 
全体としてＣやＤの評価はなく、「Ａ（目標達成）」または「Ｂ（概ね目標達成）」の評
価となっており中高一貫校としての強みを活かした教育活動を展開している。 

１ 学習・進路指導の成果 
・質の高い授業の実践（評価：A）: ICT機器の効果的な活用や、高校職員による講座、探究

活動の充実により、96.9%の生徒が「質の高い授業が行われている」と実感している。 
・キャリア教育（評価：A）: 中高合同の進路講演会や大学訪問など、中高一貫校ならでは

の早期体験が功を奏し、生徒が将来を考える機会が適切に設けられている。 
２ 生徒の人間性と主体性の育成 

・人権教育（評価：A）: 「自他を大切にする人権意識」について、生徒の肯定的な回答が 
98.5%に達しており、極めて高い成果を収めている。 

・生徒会・部活動（評価：A）: 生徒の主体的な活動が確立されており、部活動等でも好成績
を残している。 

・地域連携（評価：A）: 保護者のアンケートで95%が学校との連携に肯定的であり、信頼関
係が強固である。 

３ まとめ 
「中高一貫教育のメリットを最大限に享受しつつ、職員の協働体制と施設面の課題を解決し
ていく段階」にある。生徒の満足度は非常に高く、教育の質は担保されているが、教員の業
務平準化（マニュアル化）や、中高のシームレスな連携体制をさらに強固にすることが、課
題である。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

１ 次年度に向けての課題 
（１）中高連携の「心理的な壁」の打破: 物理的な連携（行事や研修）は進んでいるものの

職員間の理解をさらに深め、「6年間で生徒を育てる」という意識の更なる統一が求められ
ている。 

（２）個別指導の体制整備: 英語・数学での習熟度別授業を目指しているが、教員不足等の
事情により数学の実施が困難であったため、指導体制の構築が課題である。 

（３）不登校支援の環境整備: 別室登校などの支援を行っているが、準備できる教室に限り
があり物理的な環境整備が必要である。 

（４）読書活動の活性化: 図書館の改修に伴い貸出率が思うように上がらなかったため、新
図書館の開館に合わせた利用促進策が課題である。 

２ 改善方策 
（1）学校運営・中高連携 

・高合同教科部会の定例化と「6年間カリキュラム」の更新: 中高の教師間の「心理的な壁
」を取り払うため、学期に1回、中高合同で単元配列表（グラデーション）の有効性を検
証し、指導の連続性を強化する。 

（２）学習指導・学力向上 
・ICTを活用した「個別最適化された学び」の導入: 教師不足等で数学の習熟度別授業が困

難な場合でも、ICT機器を活用した個別ドリル学習や、高校職員による高度な講座を組み
合わせることで、生徒の9割以上が達成感を持てる授業を展開する。 

（３）生徒指導・自律の育成 
・生徒主導の「スマホ利用ルール」の再構築: 教師による一方的な指導ではなく、アンケ

ート結果をもとに生徒会が中心となって、自律的にルールを守るための啓発活動（ワー
クショップ等）を実施する。 

（４）読書指導・環境整備 
・図書館終礼を年間計画に確実に組み込み、図書委員会による「移動図書館」の継続や、

新図書館でのビブリオバトル開催により、平均貸出冊数の増加を目指す。 
（５）不登校・別室登校支援の物理的改善 

・１室のみである現在の別室登校環境を工夫し、パーティションの設置や空きスペースの
活用によって、多様な背景を持つ生徒が安心して過ごせる居場所を確保する。 

（６）教科横断型の「ブック・レコメンド」 
・国語だけでなく、数学や社会の授業で関連する書籍を紹介し、図書館終礼でその本を紹

介する時間を設けることで、読書を「勉強の一部」ではなく「知的好奇心の充足」へと
繋げる。 

 


